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文化祭で発表
昨年の分校との企画

連載・今月の一枚
第44回：星空のターコイズ

　12月の街はクリスマス一色に染ま
り、ネオンやキャンドルが、冬の街を
彩ります。冷たい風を切り、足早に歩
く人の心を、この明かりはほんの少し
暖かくしてくれる気がします。
　街から離れた美里にも、ネオンや
キャンドルに負けない輝きがありま
す。東の空高くに昇る冬の星空です。
おおいぬ座のシリウス、こいぬ座のプ
ロキオン、ふたご座のポルックス、

より、ほんの少し明るいんですよ。
その差0.38等。微妙かな。
　本当の明るさは太陽の６万倍とい
われ、もし冬の一等星で一番明るい
おおいぬ座のシリウス（約8.6光
年）のところに持って来ると、シリ
ウスよりずっと明るく、半月ほどの
明るさで輝きます。

　リゲルはオリオン座のβ星、すな
わちオリオン座で2番目に数えられ
る星です。でもα星のベテルギウス

２番目？でも１番

青い星は暑い

ぎょしゃ座のカペラ、おうし座のア
ルデバラン、そして冬の星座の代
表、オリオン座にあるベテルギウス
とリゲルです。この７つの一等星
が、美里の冬の夜空を彩ります。
　この中から、今回はオリオン座の
リゲルについてお話しましょう。 度。太陽の６千度と比べても、とて

つもなく暑いのがわかるでしょう。
　リゲルは、この高い温度のため、
青く輝きます。リゲルのような恒星
達は、普通、高い温度ほど青く、温
度が下がるにつれて赤く輝きます。

もう一つの青い星

105cm反射望遠鏡で眺めたリゲル

直下に伴星が寄り添い輝く

（小澤 友彦）　リゲルの温度は、およそ１万２千

ベテルギウスは赤い星として有名です
が、だいたい3100度です。
　望遠鏡で眺めるリゲルは、青く輝き
とても綺麗です。ちょうど12月の誕生
石ターコイズ（トルコ石）のような輝
きです。

つ、青い星が寄り添うように見られ
ます。リゲルの伴星です。
　リゲルとその伴星は同じ場所にあ
り、お互いにぐるぐる回っていると
考えられています。しかし1831年
のF.G.W.シュトルーフェの観測以
来、見た目には場所を変えていませ
ん。たぶん、我々の寿命よりずっと
永い時間をかけて、お互いの周りを
巡っているのでしょう。
　もうすぐクリスマスですね。大切
な人と過ごす、その日。あなたの大
切な人に、永遠の時を超えた夜空に
輝く二つのターコイズをプレゼント
してみては如何でしょうか。

　望遠鏡で望むリゲルには、もう一

12月から移設・展示
 旧和歌山天文館プラネ

　美里町文化祭の初日、美里町文化
センターにて、昨年度、大成高校美
里分校の３年生の子達と頑張った
「光と風と僕たちが運ぶ、田舎のブ
ロードバンド」の成果発表を、つい
に美里町内向きに行うことができま
した。その模様は、まさにその企画
で自分たちの手で作った無線LAN回
線（岩出まで約30km）を使用し
て、インターネットでも中継されま
した。当日文化センターの屋根に
上って、ネットワークの配線を引き
回していましたので、それを目撃さ
れた方もおられるかもしれません

が、そのための作業だったんです
よ。（写真左下：文化センターに臨
時設置した無線LANアンテナ）
　あの企画は全国的にも好評だった
ため、これまでにも東京やら大阪や
ら京都やら、いろんなところで発表
させてもらっていたのですが、なん
と肝心の美里町内で発表できてな
かったのです。地元のネットワーク
環境を改善して、同時に教育的な素
材として活かすという企画なの
に・・・当日は分校の教頭先生をは
じめ、分校ＯＢの皆さんやご家族の
方にも駆けつけていただき、それか
ら、大阪市立大学の大学院生の方々
には中継をしていただくという（写
真右上）盛りだくさんの発表会にな
りました。あらためて、ビデオを見
ながら去年の作業を思い出してみ
て、ほんとに千載一遇のチャンスを
活かせたことに感謝しました。
　さすがにと言いますか、残念なが
らと言いますか、町内の方で参加い
ただけたのは、ほんの数名というこ
とで、ちょっと寂しい気はしました

が、ともかくやっとやるべき事がで
きました。会場では小中学生の理科
の自由研究の発表もされていますの
で（それがまた素晴らしいんで
す！）、その分校・天文台版という
ことでダイジェストをＤＶＤで流す
など、例年以上に自信を持って発表
を行うことができました。
　　　　　　　　　　（豊増 伸治）

　この赤い空はいったい何？夕暮
れ？それともイラクの空襲の空？こ
のアリみたいなのは何？（３面へ）



　台風が日本列島を縦断し、どこも
かしこも大水のテレビニュースを見
ていると「こんな水どこに在ったん
だ？」と一瞬不思議になる。すぐに
海にはいくらでも水があることには
気づくが、それを高いところに持ち
上げて陸地まで運んできたエネル
ギーのことを考えればやっぱりこれ
は不思議なことである。津波のよう
に地表を流れて水が押し寄せるので
はなく、雨ではいったん重力に逆
らって高く持ち上げて運んでくるの
である。横の移動は流れてくるとし
て、あんなに重いものが自然に持ち
上がるなどということは一見異常な
事態である。すなわち「不思議さ」
は水の在りかではなく「運び方」に
あるのである。そしてこのメカニズ
ムがわかれば、降雨もコントロール
出来るのでは？という気になる。
　日本のように晴天と雨の日が繰り
返す温暖な気候で暮らしていると、
晴天で蒸発した水分が雨で地表に戻
り、また蒸発して云々、というよう
に同じ水は天と地を循環しているよ
うに思えてくる。台風時の水量は、
河川や下水を溢れさすことを見れば
分かるようにこの循環では解釈でき
ないので「どこに在ったんだ？」と
いう感じを持たせるのである。

連載　美里から宇宙へ
台風のエネルギー　２

みさと天文台通信

　これまで時間を決めて行ってきた
研究員による105cm望遠鏡の案内は
現在行っていません。
自由見学時間：午後１時～午後５時

12月のイベント

昼間の施設見学について

12月の休館日

平均と跳ね上がり

12月の観望会の予定

水を持ち上げて運ぶ

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参

加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。詳細のお問い合わせ
などはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

編集後記

　７月から休館日が変わりました。
休館：月曜日・火曜日

　10月以降、観望会の開催回数
および開始時刻が変わりまし
た。お手数をおかけしますが、
予め開催予定を御確認のうえ、

遊びにきてください。
　観望会の内容は当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わります。
あらかじめご了承下さい。
観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

飽和蒸気圧自然に持ち上がる

★１月の天文教室
　１月29日（土）（予定）
★２月の天文教室
　例年通り、中止です。
★３月の天文教室
　３月13日（日）午後２時から

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻
木、日、祝　１回開催
　　　　　　７時30分から
金、土　　　２回開催
　　　　７時30分、８時30分
（途中参加はご遠慮下さい）受付は
各開始時刻の15分前から行っていま
す。
　12月は、３日(金)、４日(土)、10
日(金)、11日(土)、17日(金)、18日
(土)、24日(金)、25日(土)に観望会
が２回行われます。
参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
２(木)～５(日)：秋の星雲星団、他
９(木)～12(日)：秋の星雲星団、他
16(木)～19(日)：月、冬の星、他
23(木,祝)～26(日)：月、冬の星、他

（佐藤 文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

　いよいよ今年も押し詰まってき
て、年末年始休館の御案内を出す時
期になりました。今年の年末年始休
館は12月27日（月）～１月４日
（火）です。ご了承ください。

　いかにも物理学の原理に則って考
えているらしく「重力に逆らって自
然に高く持ち上がる」のは異常だと
いったが、身の回りをみると放り上
げる速度など与えなくても「自然に
持ち上がる」現象は一杯ある。「重
力で物は下に落ちる」で解釈できな
いことだらけである。台所でいう
と、味噌汁を暖めると対流で底の液
体が上昇するし、湯気は上に昇る。
また、お酢のビンの蓋を開けると天
井まで部屋一杯に匂いが充満する。
いずれも風で速度を得て埃が舞い上
がったのとは違う。
　湯気や匂いは液体の分子が気体の
分子となって空気中に飛び出した蒸
発である。蒸発した分子は上だけで
なく下にも横にも広がる。拡散して
一様になろうとする傾向があるので
ある。すなわち、「力で動く」以外
の別の原理があって、その「傾向」
で動くことに重力が妨げになってい
ない、と解釈すればいいのである。
その「傾向」とはエントロピー増大
の熱力学第二法則である。この原理
は力やエネルギーだけの物理原則に
はない追加的な原則である。今の場
合には「空間的に一様になろうとす
る傾向」である。重力が邪魔しない
ことは、この温度で空気が10kmも
上まで拡がっていることで理解でき
る。確かにお酢の分子などは重いの
で上昇できる高さは空気や水蒸気よ
りは低いだろうが、台所の天井ぐら
い昇るのは平気である。

　水は同じ分子でも温度によって気
体、液体、固体と相が変化する。そ
れでは沸点や氷点で100パーセント
気体、液体、固体に変わるのかとい
うとそうではないのである。水蒸気
や匂い現象は液体の相である温度で
も僅かに気体になっていることに由
来する。その気体圧のことを飽和蒸
気圧という。お酢のビンから拡がる
状況ではその温度での飽和蒸気圧に
なるまでの途中のところで多くの場
合は終わってしまうだろう。一方、
湯気は、水蒸気が過飽和状態になっ
て、小さな水滴になったので白く見
えてきたのである。厳密には蒸気圧
とは液体と気体の温度が等しいとき
の話だから、湯気の話はもっとダイ
ナミックな話である。
　液体と気体の接触面を通して分子
が出入りする様子を考えてみよう。
液体表面にやって来た分子は液体内
の分子の力で引き込まれようとす
る。他方、液体内には他の分子から
の力を振り切って外に出て行ける分
子も一部ある。何れの場合も表面で
他の分子にエネルギーをやり取りし
て出入りしなければならない。この
出入りの平衡状態にある気体の圧力
が飽和蒸気圧である。これは温度が
あがると急激に大きくなる。

　蒸気圧が何で決まっているかを話
するにはどうしても統計力学のボル
ツマン分布という考え方が必要であ
る。これは始めのほうで述べた熱力
学第二法則の「傾向」と同じ原理

だ。いま考え易いように個々の分子
のエネルギー状態が　（　＝
1,2,・・・・・）のように飛び飛び
（離散的）だったとする。問題はこ
れらの状態にある決められた全エネ
ルギーをある決まった数の分子でど
う分配するかである。すなわち分配
数を　  とすれば、

の条件下で、　  を決める原理であ
る。例えば単純な分配法は全粒子に
均等にエネルギーを分けることであ
るが、実際はそうではない。ボルツ
マンが発見した原理は分配法が最大
数になるということで、全数が十分
大きい数なら、　  はexp(-　　 ) に
比例することとなる。ここで　  は
温度に逆比例する量である。
　ここで大事なのはエネルギーの大
きなものにも分配数は小さいが必ず
ある数が分配されていることであ
る。みんな平均値に居るのではな
く、跳ね上がりものが少数ながらあ
るということである。そしてこの大
きなエネルギーをもった跳ね上がり
分子が液体から気体に飛び出し、す
ると液体中ではまた跳ね上がりもの
をつくる「傾向」が働いて、出入り
が同じになるまで蒸発が進むのであ
る。

★12月の天文教室
　「銀河系内ガス星雲のいろいろ」
　12月12日（日）午後２時から
講演：田村 眞一（元東北大学教授）
　我々の銀河系内には、ガス星雲と
呼ばれる天体が数多く見られます。
その姿は様々で、見ているだけで楽
しいものです。これらは、例えば惑
星状星雲・散光星雲・暗黒星雲のよ
うに、姿かたちだけでなく、全く異
なる特徴や性質を持っています。そ
こで本講演では、ガス星雲中でも惑
星状星雲の研究を続けてこられた講
師の方に、画像を見ながら、ガス星
雲と呼ばれるそれぞれの天体の特徴
を解説して頂きます。また、アンド
ロメダ「星雲」にも言及してもらう
予定です。お楽しみに。

　12月は、６日(月)、７日(火)、13
日(月)、14日(火)、20日(月)、21日
(火)、27日(月)～31日(金)が休館日
です。年末年始休館をとりますの
で、休館日少し多めになっていま
す。申し訳ありません。

12月以降のイベント

　とうとうカレンダーも最後の１枚
になってしまいました。まだ年賀状
の準備もしていないのに、年が明け
てしまうのでしょうか。皆さんの準
備は進んでいますか？
　やりたい事、やらねばならない事
など様々な事柄も年末の慌ただしさ
の中で、いったい何が重要なのかを
考える暇もなく、なすべき順序を守
り切る事ができずに、次々と処理さ
れていく感じがします。まだ身体が
動くうちは良いのですが、（若くあ
りませんので、）いつ身体に影響が
出るのか、心配です。
　一年を振り返るには早いですが、
来年はいろんな意味で余裕をもって
過ごせたらいいなと思います。楽し
む事を提供する人間がせわしなくて
は、遊びに来たお客さんが楽しめる
わけがないですから。　　　　(Y2)



連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、12月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

オリオン座近くに彗星

明け方の水星を見るチャンス一晩中、ふたご座流星群

（１面より）
　プラネタリウムの機械を浮き上が
らせるために、ほんのり弱い赤い光
でドーム内を照らして撮影したら、
なんとびっくりこんなに真っ赤な星
空になりました。
　これは、以前にも少し紹介したこ
とのある和歌山市内の旧和歌山天文
館のプラネタリウムです。故高城武
夫さんが、私財を投じて自ら設計・
施工し、和歌山市立こども科学館の
プラネタリウムに引き継がれるまで
20年以上に渡って子供達に天文の解
説をされていたところです。高城さ

んが亡くなった後、使う人もなく寂
れるままであったのですが、現在、
和歌山市が主体となって、プラネタ
リウム本体の移設事業が進んでいま
す。残念ながら、高城さんの意志を
最も強く伝えるドーム自体は、保存
することはできませんが、なんとか
全国でも５番目に設立されたプラネ
タリウムであるという記憶を留めて
おかねばと思います。
　この写真は、どのように星空を投
影していたのだろうか？と恐る恐る
プラネタリムの電源を入れ、ドーム
に星を写したときの様子です。20年

以上の時を越えてドームに星が灯っ
たときには感動でした。和歌山星空
再発見プロジェクト（※）ではプラ
ネタリウム本体の搬出に先立ち12月
11日（土）に、和歌山市鷹匠町の高
城さんのドームでの最終投影会を開
催したいと考えています。本体を移
設してしまいますので、この写真の
ようにドームに星空を投影している
様子を見るのは最後になります。ま
た、ピンホール式のプラネタリウム
ながら、なかなかの星像ですので、
プラネタリウム自体に関心のある方
もどうぞ。

　和歌山市立こども科学館での展示
の開始とオープニングイベントは、
12月25日（土）です。
　それにしても、半世紀も前から街
灯などで星が見えなくなったことに
対して、天文教育の必要性を主張し
実践されていた高城さんの意志は、
現代にこそもっと必要性が高いので
はないかと感じています。

※：みさと天文台、かわべ天文公園ほか県内
の天文施設関係者が中心となって、和歌山に
関する人物・遺跡・伝承などを調査している
団体です。お問い合せは、みさと天文台豊増
まで。ドーム内撮影：西端一憲
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　日　　　　天文現象

５日（日）　下弦
６日（月）　火星と金星が接近
７日（火）　大雪
12日（日）　新月
14日（火）　ふたご座流星群が極大
19日（日）　上弦
21日（火）　冬至
22日（水）　こぐま座流星群が極大
27日（月）　満月
29日（水）　水星と金星が接近
　　　　　　（31日にも接近）
30日（木）　水星が西方最大離角

　今年のしし座流星群は、やはりそ
れほど流れなかったようです。11月
17～19日頃は天気が悪かったの
で、電波観測の結果から推測してい
るだけですが、2001年と2004年の
流星電波観測画像を比べてみると、
その違いに驚かされます。

2001年11月19日 2時50分～3時00分

2004年11月19日 2時50分～3時00分

　さて、この12月も興味深い天文現
象目白押しです。彗星と水星が見ご
ろ、ふたご座流星群の観測条件も最
良、だんだん土星も見えてきます。
寒くなりますが、防寒対策をしっか
りすれば大丈夫。澄んだ冬の星空を
楽しみましょう。

　彗星というと、太陽が沈んだ後か
太陽が昇る前の、ごく短い時間に空
の明るさと戦いながら観察すること
が多いのですが、このマックホルツ
彗星（C/2004 Q2）の場合は、夜中
でも見られます。ただ、地球より太
陽から遠いところで太陽との最接近
を迎えてしまう軌道ですので、双眼
鏡を使わないと見えないくらい（最
大４等級くらい）の明るさで、長い

　ふたご座流星群はペルセウス座流
星群と並んで、毎年数多くの流れ星
を見せる流星群です。極大日は14日
で月も新月直後ですので、条件とし
ては最良です。ただし、ペルセウス
座流星群やしし座流星群などに比べ
ると、流れ星自体が暗いため、街灯
などのない夜空の十分暗いところで
見ることが重要です。みさと天文台
の空ならば、１時間に100個以上を
数えることもあります。ふたご座は
夜７時以降明け方まで見えています
ので、一晩中見られる流星群です。
ふたご座の方向をあまり気にせず、
夜空を広く眺めておくのが流れ星を
見るポイントです。また極大日だけ
でなく、前後数日間は十分楽しめま
すので、マックホルツ彗星を探して
いる間にも、たくさん見られるで

　年末の30日に水星が西方最大離角
となり見やすくなりますが、今回は
明けの明星の金星が近くにいて目安
になります。29日、31日には約１
度まで水星と接近します。この時期
は太陽の昇る時刻も遅いので、６時
に見れば十分です。なお金星は６日
には火星とも接近（約１度）しま
す。目でも見える明るさですが、高
度が低いので念のため双眼鏡をご用
意ください。

12月6日

12月29日

2004年しし群速報

尾も見られないのではないかと思わ
れます。月の出ていない晩に、玉状
の彗星をじっくりどうぞ。

449、766、887、991、1007

しょう。
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連載：天文見聞録(21)
日本標準時子午線が通る街

出来事

報道・その他

　今回この天文見聞録を書くことに
なったので、ネタ探しのために明石
に行きました。明石、そこは日本の
標準時子午線が通る街です。つま
り、この街を通る子午線を基準に日
本の時間が決められているのです！
ということは、この街には子午線に
関する何かあるはずです。期待しつ
つ明石に着くとさっそく変わった建
物が目に付きました。もしやこれは
…。行ってみると、ありました、明
石市立天文科学館です。

　「明石市立天文科学館」。天文と
名前がついているので期待が膨らみ
ます。遠くから見ると灯台のように
見えていました。実際に近づいて見
てみると予想以上に大きくてきれい
でした。時計塔の上に天文台が載っ
ていて、時間と宇宙が迎えてくれて
いるようです。

　中はどうかというと、な、なんと
14階まで続く螺旋状の階段が…。そ
こには宇宙の歴史150億年が書かれ
ていました。当然、登る…元気もな
くエレベータで14階へ。13・14階
は展望室になっていて、明石海峡大
橋と淡路島を一望する素晴らしい景
色が出迎えてくれます。そして柱に

は東経135度の線
が。初めて日本標
準時子午線に立つ
感動を味わいなが
ら景色を堪能しま
した。

　下りは階段に挑戦して４階へ（長
くて少し後悔）。４階は天文サロン
になっていてのんびりできます。晴
れていたので外に出て日時計を体験

しました（自分の影が
針になります）。
　さて、次は３階へ。
さすがは子午線が通る
科学館。３階は時と天
文のギャラリーとなっ
ており、それにふさわ
しい多くの展示があり
ました。これは必見で
す。大きな地球儀や三
球儀（太陽の周りを地
球・月が動く模型）で
一日や年単位の時間を

見ることができます。周囲には時間
を探求した歴史（観測機器など）が
展示されています。さらに進んでい
くと、宇宙を見ることができます。
宇宙の大きさや星の一生を簡単に捉
えられるようになっています。最後
には太陽が出迎えてくれます。なん
と、太陽の投影映像がリアルタイム
で展示されているのです（晴れてい
たら）。黒点も見れてなんだか得し
た気になれました。
　２階にはプラネタリウムがありま
した。ドイツ製のプラネタリウムは
本体を見るだけでも価値ある迫力で
す。
　１階は当然受付ですが、ここに明
石らしいモノが売っています。これ
は行ってのお楽しみ。明石といえば
…？
　時と宇宙を満喫したら、帰りは駅
前の商店街で美味しい明石焼きを食
べて帰ってはいかがでしょう？

→日時計の写真。影
の先端から右上に12
時の文字。
写真の時刻は何時頃
か、わかるでしょう
か？

（和歌山大
学：辰巳ひ
かる）

←地上14階からみた、明石海峡大
橋と淡路島。手前は明石の町並
み。

↓展望室内にあった子午線の標識

団体・出張講演

10月
17日：天文教室
18日：わかてん
20日：台風23号接近、停電
23日：新潟県中越地震
28日：トップヒアリング
11月
３日：美里町文化祭
７日：紀州・山の日
８日：マルメテスト
15日：マルメテスト、わかてん

10月
16日：奈良県放射線技師会、
　　　つばさの会
30日：アルカンセル
11月
６日：いのちの電話協会
  　　　　　　　担当者養成講座

10月
19日：読売新聞（全国小中学校作文
　　　コンクール県審査最優秀賞
　　　：詳細は右に）
29日：連載（とかげ座）

　「星が空からふってきた」。これ
は、Ｍｐｃの新コーナーのタイトル
ではありません。全国小中学校作文
コンクール県審査小学校低学年の部
で最優秀賞をとった作文のタイトル
です。
　この作文は、春休みに家族四人で
みさと天文台へ遊びにきたときの出
来事を、105cm望遠鏡を覗いて、金
星、土星、木星を見た感情などをま
じえて綴ったものです。
　文中には、「空一面にタコがすみ
をはいたような世界」「タマゴふり
かけをばらまいた星空」「星のほた
る」「手を伸ばせば、星をつかめそ
うな夜」など、美里の星空を表現す
るための楽しい比喩があちこちにち
りばめられています。また、様々な
擬音語、擬態語が臨場感を高めてい
ます。
　穏やかで幻想的な導入から家を出
発するまでのドタバタ、星を見ると
きのドキドキ、そして帰り道の満足
感。ジェットコースターのような場
面転換で一気に読ませる内容は、こ
れが小学生の作文かと思わせるほど
の驚きの文章力です。
　新聞の受賞インタビュー記事に、
「多いときには週に２，３本も作文
を書く」ほど「作文が好き」と書い

てあり、文章が上手なのも納得しま
した。
　この作文を書いたのは、川嶋健太
くん（智弁学園和歌山小２年）。健
太くんは、お母さんがみさと天文台
友の会の会員ということもあり、天
文教室などにも何度か参加してくれ
ています。2004年１月の星座カル
タ大会にも参加してくれており、カ
ルタ歌の作品を応募してくれました
（下写真）。
　私たちも素直な心で表現すること
を忘れずにいたい、楽しんで文章を
書くようにしたい、と思わせてくれ
る作文に出会いました。
　これからも素晴らしい文章を書き
つづけてください。みさと天文台も
作文の題材になるような感動（出来
事）を提供できるように頑張ってい
きたいと思います。

星が空からふってきた
和歌山県最優秀賞！

　2004年１月の星座カルタ大会で
札をさがす健太くん（写真左端）。
　カルタ歌に採用された健太くんの
作品はこぐま座を詠んだもの。「北
の空　しっぽの先に　北極星　母さ
んここだよ　かわいいこぐま座」

　台風や地震など大きな被害をもた
らす自然災害がおきました。こんな
時、人間の小ささを感じます。

　今年は「詠人不知」の歌（28星座）を重点的に募集。その星座は、いっ
かくじゅう、インディアン、うさぎ、がか、かじき、きょしちょう、く
じゃく、ケフェウス、ケンタウルス、こいぬ、こじし、コンパス、さいだ
ん、さんかく、テーブルさん、とびうお、とも、はと、へび、ヘルクレ
ス、ほ、ポンプ、みずがめ、やぎ、やまねこ、りゅう、りょうけん、ろ。
皆さんのご応募お待ちしています。
　ルール　：五七五七七の和歌スタイル。上の句に、星座に関する説明、
　　　　　　下の句に星座名を入れる。字余り、字足らずＯＫ。
　応募方法：ハガキまたはメールで。
　ハガキの場合　〒640-1366　美里町松ヶ峯180　みさと天文台カルタ係
　メールの場合　info@obs.jp　　題名に「星座カルタ」と明記。
　締め切り：2005年１月12日（水）必着
　入　選　：各星座一首ずつ採用。型紙をインターネットで公開。
　賞　品　：最優秀（全応募中で一首）者には、友の会５年無料。

オリジナル星座カルタ　カルタ歌を今年も募集！


